
 

２０ １ ４ 年度  公 益 社 団 法 人乙 訓 青 年会 議 所  委 員 長 方針  1  

会員 拡 大 委員 会  委 員 長  渡 辺  大 樹   2  

 3  

乙訓 青 年 会議 所 は ３４ 年 も の間 、 先 輩諸 兄 が 絶え 間 な く勤 し ま れ、 脈 々 と受4  

け継 が れ てき た 歴 史と 伝 統 を守 り 、 発展 さ せ つつ 活 動 され て き まし た 。 設立 当5  

初か ら の 理念 で あ る「 明 る い豊 か な 社会 」 の 実現 に 近 づく 為 に は高 い 志 を 持 っ6  

た同 志 を 一人 で も 多く 増 や す必 要 が あり 、 会 員拡 大 は 我々 の 責 務で あ る と考 え7  

ます 。 乙 訓青 年 会 議所 は 昨 年 度 １ ５ 名が 卒 業 され 、 本 年度 １ ２ 名の メ ン バー が8  

卒業 を 迎 える 中 、 会員 数 の 減 少 は 事 業の 実 施 や 組 織 の 運営 に も 影響 を 及 ぼし ま9  

す。私 が考 え る 青年 会議 所 活 動の 魅 力 は三 信 条 で掲 げ ら れて い る「 奉 仕、修 練、1 0  

友情 」 を 身を も っ て経 験 し 、そ こ で 得ら れ る 気付 き や 学び そ し て感 動 で あり 、1 1  

これ ら は 何物 に も 代え 難 い 自己 の 成 長に 繋 が ると 確 信 して い ま す。 こ の 経験 を1 2  

次の 世 代 にし っ か り と 伝 え 、乙 訓 青 年会 議 所 の更 な る 発展 の 為 にＬ Ｏ Ｍ メン バ1 3  

ー全 員 で 会員 拡 大 活動 に 取 り組 ま な けれ ば な りま せ ん 。  1 4  

本年 度 は 入会 目 標 を２ ０ 名 と掲 げ ま す。 こ の 人数 は 乙 訓青 年 会 議所 全 体 が ベ1 5  

クト ル を 揃え て 行 動す れ ば 夢の よ う な数 字 で はあ り ま せん 。 有 名な 言 葉 に「 一1 6  

人で 見 る 夢は た だ の夢 、 皆 で見 る 夢 は現 実 に な る 」 と あり ま す 。 メ ン バ ー全 員1 7  

が何 の 為 に拡 大 す るの か を 考え 、 一 人ひ と り が目 標 必 達の 意 識 で行 動 す れば 必1 8  

ず達 成 出 来ま す 。 その 為 の 手法 と し て、 ま ず は委 員 会 メン バ ー の意 識 を 高め 、1 9  

昨年 度 か らの 会 員 拡大 デ ー タや リ ス トを 引 き 継ぎ 、 乙 訓地 域 を 拠点 と し て活 動2 0  

する 様 々 な団 体 や 特別 会 員 から の 情 報収 集 を 行い 、 幅 広く 拡 大 の声 を 大 にし 、2 1  

魅力 や 活 動内 容 を 積極 的 に 伝え ま す 。そ の 中 で、 ２ 月 例会 で は 、乙 訓 青 年会 議2 2  

所の 会 員 であ る 事 に誇 り を 持ち 、 会 員拡 大 の 重要 性 を 理解 し て 頂き 、 全 メン バ2 3  

ーが 意 識 を高 め 「 不動 の 心 」を 持 っ て、 拡 大 活動 に 取 り組 む 事 が出 来 る 様に 開2 4  

催致 し ま す。 そ し て、 乙 訓 ＪＣ 説 明 会で は 乙 訓青 年 会 議所 の 歴 史、 理 念 、活 動2 5  

を年 齢 に 関わ ら ず 伝え 、 経 験の 異 な る現 役 メ ンバ ー と の意 見 交 換を 行 い 、Ｊ Ｃ2 6  

運動 へ の 興味 や 魅 力を 感 じ て頂 く 事 で入 会 へ の決 意 や 紹介 に 繋 げま す 。さ らに 、2 7  

新入 会 員 の フ ォ ロ ーア ッ プ も率 先 し て行 い ま す。 Ｆ Ｔ セミ ナ ー では ５ 年 後、 １2 8  

０年 後 を 見据 え た 上で Ｆ Ｍ メン バ ー に今 後 の ＪＣ 活 動 を有 意 義 な物 に し て頂 く2 9  

為に 青 年 会議 所 に 対す る 理 解を 深 め 、活 動 意 識を 高 め て頂 く 事 を目 的 と し、 メ3 0  

ンバ ー 全 員が 課 題 に取 り 組 み協 力 し 合い 、 切 磋琢 磨 す る事 で 友 情を 育 ん で頂 き3 1  

ます 。また 、様 々 な 業種 の 方 と意 見 交 換が 出 来 る異 業 種 交流 会 を 開催 致 し ます 。3 2  

そし て １ 年間 を 通 して 委 員 会メ ン バ ーで ３ ５ 周年 事 業、式典 、まち づ く り事 業、3 3  

青少 年 育 成事 業 に も積 極 的 に参 加 し 、協 力 、 連携 し て 参り ま す 。  3 4  

 結 び に 、当 委 員 会で は ど んな 困 難 にも 前 向 きに 楽 し みな が ら 取り 組 み 、メ ン3 5  

バー 同 士 の絆 や 友 情を 築 き 、 私 自 身 が率 先 し て行 動 し 、委 員 会 メン バ ー 全員 が3 6  

「未 来 へ の原 動 力 」と な れ る様 に 活 動し ま す 。そ し て 活気 あ る 乙訓 青 年 会議 所3 7  

であ り 続 ける 為 に 、「 不 動 の 心 」 を 持っ て 一 人で も 多 くの 同 志 を募 る よ う 邁 進3 8  

して 参 り ます 。  3 9  


